
Ⅱ.４．大阪大学言語文化学会・大阪大学言語社会学会 

 

○言語文化学会活動 

 

2021（令和 3）年 7 月 3 日 春季 大阪大学言語社会学会・言語文化学会合同研究発表会（大

阪大学言語文化学会第 58 回大会） 

 

＜研究発表＞（ ）内は所属の学会 

友繁有輝（言文）「Corpus of Political Speeches に収録されている大統領の as if 構文のメタフ

ァー的用法について ―レーガン、ブッシュ、クリントンの as if 構文を比較して―」 

陳奕霖（言文）「構成主義へ転換してきた中国の日本語専攻教育－新たな教育指針からみた

教育観－」 

田尾俊輔（言文）「動能構文（Conative Construction）が示す結果の意味論的再考―打撃動詞

punch と kick を中心に―」 

王立瑩（言文）「The New Authorial Position and Independent Consciousnesses of Protagonists, 

Multi-voices, Great Dialogues, Micro Dialogues and Unfinalization: Polyphonic Features 

in Toni Morrison's God Help the Child」 

王立珺（言文）「A Lacanian Interpretation of Ruth's Identity and Identification in The Color of 

Water」 

謝鉉騏（言文）「霹靂布袋戯における「霹靂シリーズ」のイデオロギー―東瀛舞台から見る

「中原中心思想」―」 

銭蕾（言文）「「磕学家」と呼ばれる中国のヤオイ愛好者―日本ドラマ『チェリまほ』を例

に―」 

中村瑞樹（言社）「人生について語るときに Troy が語ること―August Wilson の Fences にお

ける野球のレトリック分析ー」 

張応謙（言文）「大阪北部地震に関する体験談におけるアイデンティティ構築」 

茶圓直人（日・日）「民話の内容展開と撫でるしぐさ」 

井上健太郎（言社）「ヴァイマル期ドイツ外交の系譜—ラーテナウからシュトレーゼマン時

代にかけて—」 

大津真実（言社）「ドイツにおける移民の母親—言語、就労、社会関係に着目して—」 

 

2021（令和 3）年 10月 28日秋季 大阪大学 言語社会学会・言語文化学会 合同研究発表会 （大

阪大学言語文化学会第 59 回大会） 



＜研究発表＞（ ）内は所属の学会 

竹森ありさ（言文）「直喩表現 as white (or pale) as a sheet の意味変遷と OED における定義の

問題」 

中野晃希（言文）「主節現象と埋め込み節の In-situ focus 文」 

福本広光（言文）「米国一般教書演説における分離不定詞について―1960 年代から 2020 年

の用例を中心に―」 

胡 響楽（言文）「ウォン・カーウァイ 60 年代三部作におけるトラウマの表象―『欲望の翼』

に見られる時間表象を中心に」 

YAN Xuan（言文）「相米慎二の子供映画群にみる物と人間、あるいは異物と身振りについ

て」 

黄 曉鳳（言社）「廃名と周作人の関係について―抗日戦争時期を中心に」 

丁 思文（言文）「メタ複製技術時代におけるフェティシズム」 

井上健太郎（言社）「近代ドイツ・エリート専門職の教育社会史的考察―首席外交官を例に」 

 

＜総会＞ 

 1. 2021 年度役員・委員 

【役員】会長：宮本陽一、副会長：由本陽子、監事：高橋克欣、三浦あゆみ 

【教員委員】委員長：田村幸誠、副委員長：田中智行、会計委員：菅谷友亮、 

（企画・編集委員を兼務）：榎本剛士、小口一郎、里内克巳、菅谷友亮

（事務局担当）、三浦あゆみ（後期）、三宅真紀（前期） 

【院生委員】青柳圭一郎、李眞善、王鈺、三宅陽、斉暁麗 

 2. 2020 年度活動報告 

 3. 2020 年度会計報告 

 4. 2021 年度予算案 

 5. 2021 年度活動 

 6. 会員数 

 7. その他 

 

 2022（令和 4）年 3 月 31 日『言語文化学』第 31 巻発行 

  ＜査読者＞ 

伊勢芳夫、今尾康裕、井元秀剛、木原善彦、小門典夫、小薬哲哉、小杉世、佐藤彰、

瀧田恵巳、津田保夫、難波康治、西田理恵子、西村謙一、秦かおり、早瀬尚子、三

藤博、村上スミス・アンドリュー、村岡貴子、 森祐司、山下仁、山本武史、由本陽



子、我田広之、渡辺秀樹 

 

○『言語文化学』第 31 巻（2022）目次 

論  文 

・ノーベル文学賞受賞スピーチの英日翻訳における 

翻訳方略に関する考察  ..................................... 長谷川泰子  

・アラビア語と日本語における名詞修飾節の対照   

―修飾節と被修飾名詞の関連性の対比という観点から― 

  ................................. ノラーン マグディー モスタファ  

・留学ビザ交付厳格化が日本語学校に与えた影響とその対処   

―ライフストーリーインタビューからの探求―.................. 岡田 茉弓  

・日露交渉におけるポジティブ・ストラテジーの批判的談話分析   

―東方経済フォーラムの冒頭演説を題材に―........ セメノワ アナスタシア  

・日韓問題をめぐる語りを通して構築される在韓日本人女性のアイデンティティ   

―竹島/独島問題についての彼女たちの語りに関する新たな分析的視座― 

................................................. .. .. ...... 竹村 博恵 

・三島文学の英語翻訳の高雅化 

 ―『豊饒の海』『春の雪』を中心に― .......................... 寺浦 麻由  

・On American Presidential Metaphor and  

as if Constructions in the Corpus of Political Speeches 

  ...................................................... Yuuki TOMOSHIGE  

・日本人中国語学習者の作文における接続詞の使用実態   

―中国語母語話者による作文との比較―............................徐   勤 
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